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◆リデ
.小
だき
鱗御
調
口
日
　　
　第

敗
れ
、
初
の
4
強
入
り
は
な
ら
な
か
っ
を
0
1
0
で
折
り
返
し
た
が、
後
半
4
、

た。
,

【2
0
面
に
関
連
記
事
ー

10
分
に
立
て
続
け
に
失
点
。
そ
の
後
は

前
回
準
優
勝
の
前
橋
育
英(
群
馬
)
カ
ウン
タ
ー
か
ら
果
敢
に
ゴ
ー
ル
に
迫

は
米
子
北(
鳥
取)
に
3
1
0
で
快
勝
。
っ
た
が
得
点
に
は
結
び
付
か
ず
、
終
了

矢
板
中
央(
栃
木
)
は
日
本
文
理(
新
間
際
に
3
点
目
を
決
め
ら
れ
た
。

潟
)
に
1
1
0
で
競
り
勝
っ
た
。
上
田

第
6
日
は
6
日
、
同
市
の
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム
で
流
通
経
大
柏
ー
矢
板
中
央
、

上
田
西
ー
前
橋
育
英の
準
決
勝
2
試
合

(
湯
村
高
大
)

結
果
に
、
力
の
な
さ
を
感
じ
た
。

満
足
は
し
て
い
な
い
が
、
3
年
間

の
集
大
成
は
出
し
切
れ
た。
.

O
D
F
諸
石一
砂(
3
年
)

前
半
は
無
失
点
だっ
た
が
、
後
半

は
自
分
た
ちの
甘
さ
が
出
て
し
ま

っ
た
。
後
輩
に
は
借
り
を
返
し
て

ほ
し
い
。
濃
い
3
年
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

O
D
F
小
川
貴
之
(
3
年
)

ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
焦
り
、
つ
な

ぐ
べ
き
と
こ
ろ
で
つ
な
げ
な
か
っ

た
。
最
初
の
失
点
後
、
み
ん
な
の

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し

た
が
、
難
し
か
っ
た
。

◆
MF
武
井
佑
介(
3
年
)

シ
ュ
ー
ト
で
終
わ
れ
ず
、
リ
ズ
ム

が
悪
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
修
正
し
よ
う

と
し
た
が
、
予
測
や
判
断
は
相
手

が
上
だ
っ
た
。

◆
M
F
別
府
尊
至(
3
年
)

球
際
の
部
分
で
は
や
れ
て
い
た

が
、
ポ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
寄
せ
が

日 土曜日

サッ
カ
ーの
全
国
高
校
選
手
権
第
5
が
行
わ
れ
、
本
県
代
表
の
長
崎
総
合
科
西(
長
野)
は
明
秀
学
園
日
立(
茨
城
)
ジ
ア
ム
で
流
、

日
は
5
日
、
さ
い
た
ま
市
の
浦
和
駒
場
学
大
付
は
昨
夏
の
全
国
高
校
総
体
王
者
を
3
1
2
で
破っ
た
。

,

上
田
西
ー
前

ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
準々
決
勝
4
試
合
の
流
通
経
大
柏(
千
葉
)
に
0
1
3
で

長
総
大
付
は
粘
り
強
い
守
備
で
前
半
を
実
施
す
る
。

長
総
大

・
4
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ー
月　城

▽
準々
決
勝

秤
鍵
が
)o繁
携

▽
得
点
者
【
流
一
関
川
、
菊
地
、
熊
沢

ク
ム
【
評
】
長
崎
総
合
科
学
大
付
‐

は
ボ
ー
ル
を
支
配
さ
れ
る
時
間

帯
が
長
く
、
後
半
序
盤
に
2
失

点
。
そ
の
後
も
後
手
に
回
り
、

流
れ
を
つ
か
め
な
か
っ
た
。

長
総
大
付
は
前
線
か
ら
の
プ

レ
ス
と
4
バ
ッ
ク
を
中
心
と
し

た
組
織
的
な
守
備で
前
半
を
無

失
点で
切
り
抜
け
た
が、
後
半
に

サ
イ
ド
攻
撃
や
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

か
ら
崩
さ
れ
、
終
了
間
際
に
ダ

メ
押
し
の
3
点
目
を
決
め
ら
れ

た。
攻
め
て
は
カ
ウ
ン
タ
ー
や
ロ

ン
グ
ス
ロ
ー
、
C
K
な
ど
か
ら

ゴ
ー
ル
を
果
敢
に
狙
っ
た
が
、

　　　　　　　　　　　　　
　

大
付の
守
備
網
を
突
破で
き
ず

攻
め
あ
ぐ
ね
た
が
、
後
半
開
始

早
々
に
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
の
こ
ぼ

　
　
　

.
の
堅
守
も
崩
れ
な
か
っ
た
。
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▽
交
代【
流
】三
本
木(
西
尾)
金
沢

(
石
川)
熊
沢(
加
藤
蓮)
加
藤
悠(
三

本
木)
佐
藤(
宮
本
優
)【
長
一
柏
木

(
中
村)
千
葉(武
井
)

“
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へ
ひ
と

言

◆
小
嶺
忠
敏
監
督
あ
る
程
度

戦
え
る
チ
ー
ム
が
で
き
た
。
流
通

経
大
柏
は
個
々
の
能
力
が
高
い
。

そ
の
差
は
否
め
な
い
。
ど
う
埋
め

る
か
が
勝
負
だ
っ
た
が
、
力
不
足

だ
っ
た
。

◆
M
F
中
村卯王
鷹
(
3
年
)

ト
ッ
プ
下
に
入
っ
た
。
(
安
藤
)

瑞
季
の
た
め
に
も
勝
ち
た
か
っ

た
。
大
学
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
。
全
て
の
点
に
絡
め
る
選
手
に

な
り
た
い
。

◆
M
F
岩
本
蓮
太(
3
年
)

安
藤
を
次
の
試
合
に
出
さ
せ
て
や

れ
ず
に
悔
し
い
。
う
ま
く
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
大

学で
も
競
技
を
続
け
て
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
い
。

◆
G
K
湊
大
昂(
3
年
)
(
全

国
高
校
総
体
の
)
リ
ベ
ン
ジ
が
で

き
ず
に
悔
し
い
。
3
失
点
と
い
う

娠

前
回
覇
者
を
破
っ
た
長
崎
総
な
か
っ
た
」
(
嶋
中
)
。
M
F
藤
)
瑞
季
と
決
勝
ま
で
サ
ッ
カ

E
合
科
学
大
付
の
快
進
撃
は
、
準
別
府
が
引
い
た
位
置
を
取
る
5

が
し
た
い
。
自
分
が
点
を
取

3
々
決
勝
で
止
ま
っ
た
。
昨
夏
の
バ
ッ
ク
気
味
の
布
陣
で
粘
り
強
る
し
か
な
い
」
と
果
敢
に
突
破

.
全
国
高
校
総
体
王
者
の
流
通
経
く
対
応
し
、
決
定
機
を
与
え
な
を
図
っ
た
。
激
し
い
マ
ー
ク
に

大
柏
(
千
葉
)
に
0
1
3
。
夏

か
っ
た
。
・

付
か
れ
、
倒
さ
れ
て
も
、
倒
さ

も
4
強
入
り
を
阻
ま
れ
た
相
手

だ
が
、
敵
将
の
本
田
監
督
は
れ
て
も
立
ち
向
か
っ
た
。
M
F

に
ヂヨ
辱
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。「
後
半
勝
負」
と
決
め
て
い
た
。
岩
本
の
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
な
ど
で

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
+

4
分
に
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
か
ら

ゴ
ー
ル
へ
迫
っ
た
が
、
こ
じ
開

先
制
点
を
献
上
。
ボ
ー
ル
を
奪
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

う
と
逆
サ
イ
ド
に
展
開
す
る

試
合
終
了
の
笛
が
鳴
る
と
、

攻
め
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、1
0
分

イ
レ
ブ
ン
は
泣
い
た
。
今
季
は

に
2
点
目
も
失
っ
た
。
試
合
終
3
年
生
が
主
体
。
厳
し
い
走
り

D
F
嶋
中
は
「
流
経
に
は
負
け
了
間
際
に
ダ
メ
押
し
の
3
点
込
み
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
乗
り

た
く
な
か
っ
た
」
と
言
葉
に
悔
目
。
試
合
が
進
む
に
つ
れ
、
勢
越
え
、
結
束
力
も
強
か
っ
た
だ

し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

い
に
乗
る
相
手
を
止
め
ら
れ
な
け
に
「
も
っ
と
上
に
行
き
た
か

前
半
は
互
角
だ
っ
た
。
相
手
か
っ
た
。

っ
た
」
(
嶋
中
)
。
夏
冬
連
続

{
幼
の
2
ト
ッ
プ
を
嶋
中
、
D
F
諸

こ
こ
ま
で
チ
ー
ム
を
救
っ
て
の
8
強
と
い
う
新
た
な
歴
史
を

百
U
石
が
マ
ン
マ
ー
ク
。「
競
り
合
き
た
F
W
安
藤
が
累
積
警
告
で
刻
ん
だ
記
憶
に
残
る
チ
ー
ム
だ

い
で
負
け
ず
に
長
所
を
出
さ
せ
出
場
停
止。
M
F
荒
木
は
「(
安
っ
た
。

‐(
中
島
崇
雄
)

主将の田中悔し涙
0:
0
1
0
で
迎
え
た
後
半
の
3
失
点
で
敗

れ
た
長
崎
総
合
科
学
大
付。・
守
備
の
要
と
し
て

チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た
主
将
の
D
F
田
中
は

「
本
当
に
終
わっ
たの
か、
ま
だ
気
持
ちの
整

理
が
つ
か
な
い
。
み
ん
な
に
申
し
訳
な
い
」
と

涙
を
こ
ぼ
し
た
。

昨
夏の
全国
高
校総
体で
敗
れ
た
流通
経
大

柏
と
の一
戦
。
「
無
失
点
で
い
こ
う
」
と
奮
い

立
ち
＼
前
半
は
素
早
い
寄
せ
と
連
動
し
た
守
備
・

で
相
手
の
攻
撃
を
封
じ
た
。
だ
が
、
後
半
は
序

盤
か
ら
攻
め
込
ま
れ
る
展
開
。
4
分
に
強
烈
な

先
制
点
を
許
し
、1
0
分
に
技
あ
り
の
追
加
点
を

奪
わ
れ
て
も
、
諦
め
ず
に
相
手
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
た
。

・

小
嶺
監
督
を
慕
い、
熊
本
か
ら
長
総
大
付へ
。

今
季
は
主
将
と
し
て
1
3
8
人
の
部
員
を
引
っ

′ ラ 1 言 -- つ つ り.・ -
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張っ
た
。
「
き
つ
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
仲

間
と
励
ま
し
合
っ
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
来

年
こ
そ
は
日
本
一
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩

た
ち
に
思
い
を
託
し
た
。

(
湯
村
高
大
)

　〆
参
議

早
く
、
自
由
に
さ
せ
て
も
ら
え
な

かっ
た
。一
瞬
の
差
が
勝
負
を
決

め
て
し
ま
っ
た
。

◆
F
W
西
原
先
毅(
3
年
)

相
手
D
F
関
川
に
対
して
前
半
は

体
を
当
て
て
競
れ
て
い
た
が
、
後

半
は
足
が
止
ま
っ
た
。
プ
レ
ス
が

早
く
パ
ス
コ
ー
ス
が
限
ら
れ
た
。

◆
D
F
柏
木
濡
弥(
2
年
)
ヘ

デ
ィ
ン
グ
で
勝
た
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。
た
だ
、
手
応
え
も
つ
か

め
た
。
来
年
は
今
年
以
上の
結
果

を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

田
西

、
2
1
1
ノ

蝋
学
園

長
野
)
′
1
1
1
・
(
流
域
)

▽
得
点
者【
上
】
大
久
保(
P
K
)
宮
下
、

田
辺
【
明
一
伊
里
、
荒
井

　
　
　
　　　　
　
　

▽
得
点
者【
矢
】
山
下
純

粛賄
ず食
品)oネ
爺
沈

▽
得
点
者
豆
型
角
田
、
榎
本
、
宮
崎

長
野
勢
で
初

上
田
西
4
強

0:
上
田
西
は
序
盤の
失
点
を

3
得
点で
は
ね
返
し
、
長
野
勢
初

の
ベ
ス
ト
4
進
出
を
果
た
し
た
。

白
尾
監
督
は・「
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
や
っ
て
く
れ
た
」
と
感
極
ま

っ
た
様
子
で
話
し
た
。

.

1
ー
1
の
前
半2
3
分
、
宮
下
の

左
C
K
が
そ
の
ま
ま
入
る
幸
運
な

ゴ
ー
ル
で
勝
ち
越
す
。
後
半
立
ち

上
が
り
に
は
練
習
を
繰
り
返
し
た

ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
か
ら
の
形
で
田
辺

が
蹴
り
込
ん
だ
4

冬
場
は
積
雪
で
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
練
習
が
で
き
ず
、
近
くの
神
社

や
山
で
走
り
込
む
と
い
う
。
そ
れ

で
も
田
辺
は
「(
雪
が
)
ハ
ン
デ

ィ
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
こ

こ
か
ら
先
も
正
々
堂
々
と
戦
っ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
か
っ
た
。

と
の
3
沼
て
い

(
駒
沢
)

移
籍

,
証
絹
窃・
.
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「頑張れ」最後まで熱い声援

○・・十
長
崎
総
合
科
学
大
付
側
の
ス
タ
ン

ド
に
は
部
員、
保
護
者、
O
B
ら
が
駆
け
つ

けキ
好
機
を
迎
え
る
た
び
に
大
歓
声。
試
合

は
相
手
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
が、
お
そ
ろ
い
の

メ
ガ
ホ
ン
で「
い
け
い
けヒ
頑
張
れ」
な
ど

と
最
後
ま
で
熱
い
声
援
を
送
り
続
け
た
。

流
通
経
大
柏
は
、
昨
夏の
全
国
高
校
総

体
準々
決
勝
で
敗
れ
た
相
手
。
前
主
将
の

薬
真
寺
孝
弥
さ
ん(
駒
大)
は「
厳
し
い

戦
い
に
な
る
と
思
う
が
、
組
織
力
を
生
か

し
て
勝
っ
て
ほ
し
い」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、

1
0
0
人
を
超
す
部
員の
応
援
団
長
を
務

め
た
3
年
生
の
上
間
は
「
リ
ベ
ン
ジ
を
」

と
力
を
込
め
た
。

試
合
後
、
涙
を
流
し
な
が
ら
応
援
席
に

一
礼
する
選
手た
ち
を
温
かい
拍
手で
ね

ぎ
ら
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
保
護
者
会
の
田

中
正二
会
長
は「
選
手
み
ん
な
の
必
死
さ

が
伝
わ
る
試
合
だっ
た
。
こ
ん
な
に
感
動

す
る
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
感
謝
し
か

な
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
口
に
し
た
。

選
手
た
ち
に
熱い
声
援
を
送
る
長
総
大
付
の

ス
タ
ン
ド

(
濃
崎
武
撮
影
)

(
岩
佐
誠
大
)

罰
欄
筆
樽
揺
さ
ぶ
ら
れ
後‐
半
崩
れ.
為
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r
犠
牲
悼
み
住
民
ら
黙
と
う

　
　
　車　雨
.
工廿
十

昨
年
7
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
か
ら
5
日
で
半
年
と
な
っ
た
o
福
岡
・
大
分

　
　
　　　
　
　　
　
　
　
　
　

.
て

が
仮
設
住
宅
な
ど
に
身
を
寄
せ
、
生
活
再
建
の
見
通
し
が
立
た
な
い
人
も
多
い
。

　

　　　
　　

月

仮
設
住
宅
の

生
活
が
続
く

山守

ゴー
-

　
　　　
　

　
　
　

　
　
　
　　　　
　　　　　 　　 　　　　　　

月の豪雨災害の爪痕が残る福岡県朝倉市杷木地区
=5 日キキネ髪

「
元
の
生
活
に
戻
れ
た
ら
ー
」

朝
倉
市
は
こ
の
日、
防
災
無

線
で
市
内
全
域
に
黙
と
う
を
呼

び
掛
け
た。
午
前1
0
時
の
放
送

に
合
わ
せ
て
市
役
所
で
は
職
員

ら
が
1
分
間
黙
と
う
し
、
市
内

の
仮
設
住
宅
で
も
犠
牲
と
な
っ

昨
年
7
月
に
起
き
た
九
州
北

部
の
豪
雨
で
、
福
岡
県
東
峰
村

の
熊
谷
武
夫
さ
ん(7
3)
は3
6
年

連
れ
添
っ
た
妻
み
な
子
さ
ん

(6
6)
を
亡
く
し
た
。
被
災
か
ら

半
年
を
迎
え
た
5
日
朝
、
「
仕

事
に
行
っ
て
く
る
」
と
遺
骨
に

語
り
掛
け
た
。
「
い
つ
も
そ
う

た
人
た
ち
を
し
の
ぶ
姿
が
見
ら

れ
た
。
こ
の
日
朝
の
気
温
は
3
度
。

冷
た
い
雨
が
降
っ
た
。
被
害
が

集
中
し
た
山
間
部
に
は
今
も
土

砂
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
地
区
が

残
り
、
復
旧
の
遅
れ
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。

'

48
戸
の
仮
設
住
宅
が
並
ぶ
杷

木
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
杷

木
松
末
地
区
か
ら
避
難
し
て
い

る
樋
口
愛
子
さ
ん(
船)
が
「
畑

仕
事
も
で
き
ず
、
生
活
に
張
り

合
い
が
な
い
。
自
宅
に
戻
れ
た

ら
い
い
の
に」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

家
族
3
人
で
暮
ら
す
小
島
キ
ヨ

子
さ
ん(7
5)
は
「
他
の
住
民
た

ち
と
の
会
話
が
心
の
支
え
。
被

災
し
た
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
、
励
ま
し
合
っ
て
い
る
」
と

話
し
た
。

市
で
は
依
然
2
人
が
行
方
不

明
で
、
消
防
や
県
警
に
よ
る
捜

索
が
続
く
。
市
防
災
交
通
課
の

草
場
千
里
課
長
は「
必
ず
見
つ

け
て
家
族
の
元
に
届
け
た
い
」

と
述
べ
た
。

.'

＼
き

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　　
　

　

　

　　
　
　

　 最高額は

10
月
に
豊
洲
市
場
(
東
京
都

江
東
区
)へ
移
転
す
る
築
地
市

場
(
中
央
区
)
で
5
日
早
朝
、

今
年
最
初
の
取
引
と
な
る
「
初

競
り
」
が
あ
り
、
4
0
5

の

青
森
県
大
間
産
ク
ロ
マ
グ
ロ

が
、
こ
の
日
最
高
額
の
3
6
4

新 (平成30年)

,‐

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　

　
　

.

-
‐

L

　

　

　

福
岡・
東
峰
村
の
男
性

亡
き
妻
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　

　　
　
　

　
　
　　
　
　

事
に
行
っ
て
く
る
」
と
遺
骨
に

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

二

…
索卦
讐

感
じ
る
。
仮
設
住
宅
の
入
居
期

-
-
ゴ
論
ぜ
＼
＼
＼
ピ
ー.娼
逓
『

艮
ま
更
別
2
お
と
ぎ
争
・
そ
リ

ミ

{
う

＼
＼
＼
＼

一
日
む
月“
長
1
全
く
≧.
オ
ー

C

●●●●●●●

-

「
、
1

-

f

t1

、

、

。

寄
せ
る
が
、
生
活
再
建
は
見
通
士亀
ギ‘
悲
控＼
＼＼
へ
＼

"

限
は
原
則
2
年
と
さ
れ
、
そ
の

せ
ず
、
盃
女
が
募
る
。

　

　

　
　　　　　
　
　
　
　　
　

発
見
さ
れ
た
。
出
先
か
ら
電
話

国
岡
量
産
吋
豊
豪
雨
楚套
曇
注
音
、

し
た
際、
家
に
と
ど
ま
る
よ
う
鰯附日
豪脚剛渋谷瀦獅糊鷺一触一
か

に
言
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
、
基
暴を琳
移られる熊谷武夫さ
ん

る。「
大
事
な
存
在
だ
っ
た
」
と

=
5
日
午
後
・
東
峰
村
役
場

熊
谷
さ
ん
は
5
日
正
午
、
村

役
場
で
職
員
ら
と
と
も
に
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
再
び
仕
事
に
向

か
っ
た
。

本
県
の
被
爆
者
5
団
体
は
5

日
、
田
上
富
久
長
崎
市
長
と
面

談
し
、
日
本
政
府
の
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
に
向
け
、
市
長
が

副
会
長
を
務
め
る
平
和
首
長
会

議
公五
長
・
松
井
一
実
広
島
市

長
)
が
安
倍
晋
三
首
相
に
働
き

掛
け
る
よ
う
要
請
し
た
。

5
団
体
の
う
ち
4
団
体
の
代

表
ら
が
長
崎
市
役
所
を
訪
問
。

県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
被
爆
連

「
仲
間
に
感
謝
」
夢
追
考
3
年
間

「

1
1

築
地
市
場
、

被
爆
者
5
団
体
長
崎
市
長

長総大付高ェ‐ス安藤選手

3
歳
上
の
兄
、
翼
さ
ん(2
1)
=

た
向
き
に
練
習
す
る
姿
勢
、
鍛
え

駒
大
=
が
小
嶺
忠
敏
監
督(7
2)
の
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
生
か
し
て
突
破

指
導
を
求
め
て
長
総
大
付
高
に
進
す
る
力
を
買
い
、
小
嶺
監
督
は
起

み、
名
将
の
下
で
力
を
付
け
た
。
用
し
続
け
た
。
才
能
は
次
第
に
開

「
い
つ
か
兄
を
超
え
た
い」。
背
中

花
し
、1
7
歳
以
下
(
U
I1
7
)
の

を
追
い、
同
校
の
門
を
た
た
い
た
。
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
た
。

そ
れ
ま
で
目
立
っ
た
実
績
は
な

だ
が
、
昨
年
の
全
国
高
校
選
手

か
っ
た
。
た
だ
、
入
部
当
時
か
ら

権
は
無
得
点
。
2
回
戦
で
P
K
を

体
つ
き
は
た
く
ま
し
か
っ
た
。
ひ
外
し
て
敗
退
し
「
自
分
の
せ
い
」

核
禁
条
約
批
准
へ
-

′
J

-
‐
1
1
月
馴
鳥

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

　

鎚
閥輔一冊
脱
字
激
闘ー
鱈醤試
の
敗れてi戻するチームメートと抱き合う長謙念大(f寸高
安藤選手 (右 )

=ラ甫矛ロ鱈駒場スタ・ジアム (}漬山勘武撮撮影)

と
泣
い
た
。
同
郷
の
先
輩
で
も
あ

る
当
時
の
主
将
、
薬
真
寺
孝
弥
さ

ん(1
8)
=
駒
大
"
に
抱
か
れ
て
ピ

ッ
チ
を
後
に
し
た
。
今
季
は
翼
さ

ん
、
薬
真
寺
さ
ん
が
着
け
た
背
番

号
「1
0
」
を
引
き
継
い
で
プ
レ
ー
。

年
代
別
日
本
代
表
に
名
を
連
ね
、

世
界
の
舞
台
で
も
存
在
感
を
示
し

築
地
市
場
の
初
競
り
で
、
最
高
額
の
3
6
4
5
万
円

青
森
県
大
間
産
ク
ロ
マ
グ
ロ

=
5

悔
し
さ
胸

で
飛
躍
誓
う

応援席で幕

"
世
代
最
強
F
W
"
の
日
本
一

へ
の
挑
戦
は
、
応
援
席
で
幕
を
閉

じ
た
。
5
日
に
さ
い
た
ま
市
の
浦

和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
行
わ

れ
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

準
々
決
勝
。
長
崎
総
合
科
学
大
付

属
高
の
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
安

藤
瑞
季
選
手(1
8)
は
累
積塗
星口
で

出
場
で
き
な
か
っ
た
。
故
郷
の
大

分
を
離
れ
、
長
崎
で
夢
を
追
っ
た

3
年
間
。
「
悔
し
い
が
、
思
い
残

す
こ
と
は
な
い
」
と
1
懸
命
に
戦

っ
た
チ
ー
ム
メ
ー
ト
へ
の
感
謝
を

口
に
し
た
。
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1
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,
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=姓
に
W

た
。大
会
屈
指
の
点
取
り
屋
に
し

て
、
守
備
で
も
体
を
張
る
。
今
大

会
は
初
戦
で
中
京
大
中
京(
愛
知
)

に
3
1
0
で
快
勝
し
、
3
年
前
に

翼
さ
ん
の
代
が
敗
れ
た
相
手
に
雪

辱
し
た
。
続
く
2
、
3
回
戦
も
ゴ

ー
ル
を
決
め
た
が
、
こ
の
2
試
合

で
と
も
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
受

け
た
。
こ
の
日
は
試△豆別
に
「
信
じ
て

い
る
か
ら
勝
て
よ
」
と
仲
間
を
激

励
。
試
合
中
も
声
を
か
ら
し
た
。

高
校
日
本
一
の
夢
は
か
な
わ
な
か

っ
た
が
、
憧
れ
の
先
輩
た
ち
を
超

え
る
歴
史
を
つ
く
っ
た
。
ピ
ッ
チ

か
ら
泣
き
な
が
ら
戻
っ
て
く
る
チ

ー
ム
メ
ー
ト
を
笑
顔
で
迎
え
た
。

卒
業
後
は
J
1
・
C
大
阪
に
入

る。「
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
い
く
。

結
果
が
求
め
ら
れ
る
。
負
け
じ
と

プ
レ
ー
し
て
自
分
の
価
値
を
出
し

て
い
き
た
い
」
。
最
高
の
仲
間
と

過
ご
し
た
日
々
を
胸
に
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
旅
立
つ
。
(
中
島婁ホ
雄
)
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一

　

　
,

.

=
5
日
朝
、

の
川
野
浩一
議

文
を
手
渡
し
た
。

日
本
非
核
官
言、

'

,
,も

g

ヨ
豊
三,
三
.

.

-
-
‐1
調
ず
み
だ

　
　
　
　
　

大
相
撲
初
場
所

・
両
国
国
技
館
)

綱
審
議
委
員
会
(

古
総
見
は
5
日
・

国
技
館
で
行
わ
れ

馬
富
士
に
よ
る
累

場
に
同
席
し
な
が

め
ら
れ
な
か
っ
わ

本
相
撲
協
会
か
偽

受
け
た
白
鵬
、
鶴

が
好
調
を
ア
ピ
ー

【1
5
面
r

2
場
所
連
続4
1

を
目
指
す
白
鵬
け

7
戦
全
勝
。
鋭
い

白鵬と鶴竜 好調アピール

稽古総見

　　　　　　　　　　
墾.‐
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